
九州・沖縄地区の環境影響評価実施状況

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

年度別・事業別環境影響評価実施件数

道路 飛行場 発電所（火力）
発電所（太陽電池） 発電所（陸上風力） 発電所（洋上風力）

各年度とも、陸上風力発電所の件数
が最も多く、洋上風力発電所がそれ
に次ぐ傾向があります。
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事業別環境影響評価の実施状況
（2019年度～2023年度：56件）

九州・沖縄地区の環境影響評価実施状況

過去5年間では、陸上
風力発電所と洋上風力
発電所に関する環境影
響評価が、全体の８割
以上を占めています。
太陽光発電所もあわせ
ると、環境影響評価案
件の85％が再生可能エ
ネルギー導入に関わる
ものになっています。



九州・沖縄地区の環境影響評価実施状況

計2023年度2022年度2021年度2020年度2019年度

310011道路

321000飛行場

211000発電所（火力）

310101発電所（太陽電池）

33746124発電所（陸上風力）

1203324発電所（洋上風力）

56129101510計



九州・沖縄地区の環境影響評価実施状況

福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県

県別・事業別アセス件数（2019年度～2023年度）

道路 飛行場 発電所（火力）
発電所（太陽電池） 発電所（陸上風力） 発電所（洋上風力）

過去5年間では、鹿児島県と
熊本県で環境影響評価案件
が多くなっています。
両県とも、案件の多くが陸
上風力発電所です。


